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 コロナウイルス感染症も

5類に移行され、コロナ

前の日常が戻ってきまし

た。時間を見つけて、各

町にある身近な公園で

体を動かし、雨の日には

図書館で本を読みませ

んか。今年度もよろしく

お願いします。 
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S
o
c
ie

ty
5

.0

（
ソ
サ
エ
テ
ィ
５･

０
）
と
い
う
言
葉
は
、
ど
の
く
ら
い

社
会
に
浸
透
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
み
な
さ
ま
は
、
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。
こ
の
言
葉
は
、
政

府
が
「
我
が
国
が
目
指
す
べ
き
未
来

社
会
の
姿
」
を
形
容
し
て
、
平
成
二

八
年
に
初
め
て
登
場
し
た
よ
う
で
す

ち
な
み
に
、 

S
o
c
ie

ty
1

.0

は
「
狩
猟
社
会
」
、 

S
o
c
ie

ty
2

.0

は
「
農
耕
社
会
」
、 

S
o
c
ie

ty
3

.0

は
「
工
業
社
会
」
、 

S
o
c
ie

ty
4

.0

が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

普
及
に
よ
っ
て
、
世
界
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
繋
が
っ
た
現
代
の
「
情
報

社
会
」
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。
そ

し
て
、
未
来
社
会
で
あ
る

S
o
c
ie

ty
5

.0

は
、「
サ
イ
バ
ー
空
間
（
仮
想
空

間
）
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
（
現
実
空

間
）
を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課 

木

内

寛 

所

長 

令
和
六
年
度 

峡
南
教
育
事
務
所
長 

木
内 

寛 

あ
い
さ
つ 

  富士川町立図書館 た
い
と
考
え
ま
す
。  

 
 

教
育
事
務
所
内
は
昨
年
度
末
の
人

事
異
動
に
よ
り
、
所
長
、
次
長
、
地

域
学
力
向
上
推
進
幹
と
、
総
務
ス

タ
ッ
フ
一
名
、
地
域
教
育
担
当
教
育

支
援
ス
タ
ッ
フ
二
名
が
交
代
し
、
ま

た
、
総
務
ス
タ
ッ
フ
一
名
が
増
員
さ

れ
ま
し
た
。
事
務
所
の
一
人
一
人

が
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
県
の
出
先
機
関
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
子
供
の
未
来

を
見
据
え
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け

て
、
取
組
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
度

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

題
の
解
決
を
両
立
す
る
人
間
中
心
の

新
た
な
未
来
社
会
」
と
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い

る
の
は
、
「
自
動
運
転
」
や
「
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
商
品
配
送
」
、

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
」
な
ど
、

A
I

（
人
工
知
能
）
を
駆
使
し
て
、
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
と
い
う
現
代

社
会
の
課
題
に
こ
た
え
よ
う
と
す
る

も
の
が
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
令
和

三
年
に
は
、S

o
c
ie

ty
5

.0
は
、
「
持

続
可
能
性
と
強
靭
性
を
備
え
、
国
民

の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
一
人
一
人
が
多
様
な
幸
せ

（w
e
ll-

b
e
in

g

：
ウ
ェ
ル-

ビ
ー
イ

ン
グ
）
を
実
現
で
き
る
社
会
」
と
も

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
う
し
た
変
化
の
激
し
い

時
代
に
あ
っ
て
、
未
来
は
予
測
が
困

難
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で

は
様
々
な
背
景
を
抱
え
た
す
べ
て
の

子
供
を
受
け
入
れ
る
公
教
育
は
ど
う

あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ま

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

学
習
指
導
要
領
で
は
、
学
校
に

「
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
が
、
自
分

の
よ
さ
や
可
能
性
を
認
識
す
る
と
と

も
に
、
あ
ら
ゆ
る
他
者
を
価
値
の
あ

る
存
在
と
し
て
尊
重
し
多
様
な
人
々

と
協
働
し
な
が
ら
様
々
な
社
会
的
変

化
を
乗
り
越
え
、
豊
か
な
人
生
を
切

り
拓
き
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り

手
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
」
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

教
育
事
務
所
は
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
と
連
携
し
て
、
時
代
の
要

請
に
応
じ
た
取
組
を
進
め
な
が
ら
、

学
校
教
育
や
社
会
教
育
が
充
実
す
る

よ
う
に
指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と
を

役
割
と
し
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
、
保
幼
・
小
・
中
・
高

と
続
く
公
教
育
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ま
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

基
に
協
働
し
て
、
現
代
社
会

の
課
題
を
解
決
し
、w

e
ll-

b
e
in

g

な
未
来
社
会
を
目
指
す

た
め
に
、
手
を
携
え
て
い
き

南巨摩合同庁舎 
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こ
と
ぶ
き
勧
学
院
便
り 

 
 

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト 

令
和
六
年
度
入
学
式 

四
月
一
九
日
（
金
）
に
Ｙ
Ｃ
Ｃ
県
民

文
化
ホ
ー
ル 

小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
令
和

六

年

度
「
こ

と

ぶ
き
勧
学
院
」

入
学
式
が
開
催

さ

れ
、
県

内

全

体
で
一
二
三
名

の
新
入
生
を
迎

え

ま

し

た
。
本

年
度
も
県
下
の

一
・
二

年

生

が

一
堂
に
会
し
、

副
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
来
賓

を
お
迎
え
す
る
中
で
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
入
学
に
際
し
、
降
籏
学

院
長
か
ら
は
、
「
健
や
か
に
人
生
を
送

る
た
め
に
は
、
与
え
ら
れ
た
命
と
体
に

感
謝
し
て
、
慎
み
深
く
、
そ
し
て
自
分

の
人
生
を
楽
し
ん
で
生
活
す
べ
し
。
」

（
貝

原

益

軒
「
養

生

訓
」
よ

り
）
と

い
う
言
葉
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た

入
学
式
後
に
は
山

梨

学

院

大

学

ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
教

授
で
あ
る
上
田
誠

仁
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
交
え
な

一
年
生 

開
講
式 

 

新
入
生
二
一
名
を
迎
え
、
開
講
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
木
内
所

長
よ
り
「
学
ぶ
こ
と

の
大
切
さ
、
勧
学
院

で
の
活
動
が
皆
さ
ま

の
楽
し
み
と
な
り
、

学
び
が
広
が
り
、
人

と
人
の
つ
な
が
り
を

豊
か
に
す
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

い
ま
す
。
」
と
励
ま
し
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、

新
入
生
代
表
の
井
上
孝
さ
ん
が
「
出
会
い
を

大
切
に
し
、
明
る
く
楽
し
く
、
仲
間
と
協
力

し
、
本
物
の
芸
術
や
文
化
に
触
れ
な
が
ら
感

性
を
高
め
、
明
日
へ
の
生
き
が
い
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
開
講
式
終
了
後
、
学
級
会
が

行
わ
れ
学
級
委
員
長
に
高
倉
昭
二
さ
ん
が
決

ま
り
ま
し
た
。
雰
囲
気
が
よ
く
、
学

級
会
に
お
け
る
役
員
選
出
や
係
決
め

も
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。 

二
年
生
開
講
式 

 

二
六
名
が
二
年
生
に
進
級
し
ま
し
た
。
始

め
に
、
木
内
所
長
が
「
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
に

集
う
理
由
は
様
々
だ
と
思
い
ま
す
が
、
本
学

院
で
の
活
動
が
皆
さ
ま
の
楽
し
み
と
な
り
、

学
び
の
広
が
り
と
同
時
に
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
を
さ
ら
に
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
た
だ

け
る
機
会
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
励
ま
し
の
言
葉
を
述
べ
、
二
年
生
代
表
の

阪
本
俊
美
さ
ん
が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら

代
表
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
コ
ロ

ナ
前
の
よ
う
に
様
々

な
活
動
が
で
き
る
こ

と
を
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
充
実
し
た
活

動
を
行
い
、
３
月
の

卒
業
が
迎
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
と

思
い
ま
す
。 

令
和
六
年
度 

 

新
採
用
教
職
員
辞
令
交
付
式 

 

四
月
一
日
（
月
）
に
南
巨
摩
合
同
庁

舎
三
階
大
会
議
室
で
、
小
・
中
学
校
新

採
用
者
の
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
採
用
教
職
員
十
四
名
（
小
学
校

教
諭
八
名
・
中
学
校
教
諭
三
名
・
養
護

教
諭
一
名
・
事
務
職
員
二
名
）
を
代
表

し
て
、
市
川
小
学
校
の
今
村
祐
太
先
生

が
県
教
育
長
代
理
の
木
内
所
長
よ
り
辞

令
を
交
付
さ
れ
南
部
中
学
校
の
石
原
一

樹
先
生
と
市
川
小
学
校
の
芦
澤
稔
梨
事

務
職
員
が
緊
張
と
希
望
に
満
ち
た
表
情

で
服
務
の
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

十
四
名
が
峡
南
地
域
の
新
し
い
力
と
し

て
急
激
に
変
化
す
る
時
代
の
中
で
、
若

さ
と
情
熱
を
持
っ
て
地
域
の
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
当
た
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
笑
顔
で

日
々
過
ご
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

令
和
六
年
度
峡
南
教
室
担
当
紹
介 

 

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
今
村
弘
樹
先
生
が
担

当
を
し
ま
す
。
前
職
は
身
延
中
学
校
の
校
長
先
生

で
し
た
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

今村弘樹先生

が
ら
「
支
え
ら
れ
・
助
け
て
い
た
だ
い
た
人

生
で
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
・
・
・
」

と
い
う
演
題
で
の
講
演
会
も
行
わ
れ
ま
し
た

ご
自
身
の
体
験
か
ら
大
切
に
し
て
い
る
言
葉

を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
、
『
疾
風
知
勁
草
』
は
書
道
パ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
交
え
て
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

甲
府
第
一
高
校
ア
カ
ペ
ラ
部
に
よ
る
発
表
も

聴
き
ま
し
た
。
特
に
「
花
は
咲
く
」
は
会
場

の
勧
学
院
生
た
ち
も
一
緒
に
口
ず
さ
み
、
非

常
に
感
慨
深
い
も
の

に
な
り
ま
し
た
。   

２年生 

1年生 
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文部科学省、山梨県教育

委員会等の研究指定を受

けて教育活動に取り組ん

でいる管内の小・中・高

等学校の事業を紹介しま

す 。 

 

地
推
協
（
ち
す
い
き
ょ
う
）
と
は
、
地

域
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
の
略
称
で
あ
り

ま
す
。
地
域
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
と
は

峡
南
地
域
５
町
の
教
育
委
員
会
、
役
場
（
生
涯
学
習
・
子
育
て
支

援
・
社
会
教
育
等
）
、
保
育
園
・
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高

等
学
校
・
支
援
学
校
、
地
域
（
育
成
会
等
）
や
保
護
者
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

の
方
々
等
、
二
三
団
体
に
よ
り
平
成
一
七
年
二
月
に
設
立
さ
れ
た
大

き
な
組
織
で
す
。
基
本
的
な
方
針
は
次
の
３
つ
で
す
。 

※
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
係
わ
る
学
校
・
行
政
・
団
体
な
ど
が
、
地
域

の
中
で
連
携
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。 

※
保
・
幼
、
小
、
中
、
高
、
支
援
と
い
う
異
校
種
の
交

流
・
連
携
や
、
子
ど
も
た
ち
が
生
活
す
る
地
域
と
の
連
携

を
図
る
こ
と
で
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
。 

※
地
域
に
お
け
る
教
育
関
係
情
報
の
共
有
を
通
し
て
相
互

の
連
携
を
図
る
。
例
年
３
回
の
講
演
会
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
（
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
お
忙
し
い
と
は
思
い

ま
す
が
多
く
の
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 
  

事  業  名 期 間 推 進 校 

 
 

  

継
続
事
業 

連携型中高一貫教育実施事業〈県〉 

（身延南部地域中高連携推進検討委員会） 

Ｒ１～ 

  

身延中学校 

南部中学校 

身延高校 

道徳教育研究推進校事業<国> Ｒ4～6 
富沢小学校 

10月18日公開 

新たな学びの姿に向けた 

       授業改善推進事業〈県〉 Ｒ５～6 
鰍沢小学校 

10月25日公開 

  

新
規
事
業 

初任者研修授業研修会実習校〈県〉 R6 
上野小学校 

身延中学校 

生きる力をはぐくむ歯・口の健康づくり

推進事業<日本学校歯科医会> 

R6準備 

R7～8 
大塚小学校 

新
校
舎
で
の
新
た
な
一
歩 

 

四
月
五
日
（
金
）
、身
延
中
学
校
で
は

新
校
舎
で
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
始
業
式

は
水
色
の
床

の
体
育
館
に

新
二
・
三
年

生
が
整
列

し
、
校
歌
が

響
き
渡
り
ま

し
た
。
渡
邉

校
長
先
生
よ

り
「
進
級
し

た
の
で
、
一

人
ひ
と
り
が
成
長
を
し
て
次
の
ス
テ
ー
ジ

で
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
新
し
い
校

舎
で
生
活
で
き
る
感
動
を
忘
れ
ず
に
い

て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
携
わ
っ
て
く
れ
た

多
く
の
方
に
感
謝
を
し
て
校
舎
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
」
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
生
徒
代
表
三
名
が
新
年
度
に
向

け
て
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
生
徒

も
教
職
員
も
、緊
張
の
中
に
も
期
待
感
が

感
じ
ら
れ
る
令
和
六
年
度
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。

 

身
延
山
高
校
の
三
年
生
が
五
月
二
日(

木)

に

多
く
の
観
光
客
が
本
栖
湖
を
訪
れ
る
中
、
本
栖

湖
の
身
延
町
側
湖
畔
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た

目
的
は
地
域
貢
献
と
ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
で
綺
麗

な
心
に
な
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
以
前
は
峡
南

高
校
が
行
っ
て
い
た
本
栖
湖
清
掃
活
動
で
す

が
、
峡
南
高
校
が
閉
校
に
な
り
、
身
延
山
高
校

に
お
声
が
か
か
り
、
コ
ロ

ナ
感
染
症
が
五
類
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
今
回
こ
の
行
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
身
延
山
高
校
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（J
R

C

）
委
員
会
を
中
心
に
清
掃
計
画
を
立
案
、

準
備
が
行
わ
れ
、
道
路
沿
い
や
湖
畔
か
ら
お
よ
そ

軽
ト
ラ
ッ
ク1

台
分
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
ま
し
た

こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
、
身
延
山
高
校
の
伝
統

行
事
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 
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☆令和3年度から「峡南地区『地域教育推進活動』に係る関係各機関の施策・事業年間計画一覧は

「地域教育推進活動事業一覧」と名称を変えて、峡南教育事務のホームページ 

  （httpｓ://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html）に掲載しています。 

 ご協力いただいた事業所の方々、ありがとうございました。なお、各行事は新型コロナウイルス 

 感染症の状況により延期・中止の場合もありますので、事前にご確認ください。 

 ☆情報提供のお願い 

  地域教育情報誌「かけはし」は社会教育と地域教育の充実と発展に貢献することが目的です。  

  地域での交流行事や、社会教育・生涯学習に関する取組や行事をご紹介ください。 

  今年度もぜひご愛読をお願いします。   TEL ０５５６－２２－８１５４  

所 

長 

木
内 

寛 

次 

長 

林 

美
保
○新 

 
 

事
務
所
の
す
べ
て
を
統
括
す
る
二
人
で
す
。 

 

総
務
ス
タ
ッ
フ 

 

三
井 

徹
也 

 

長
久
保 

将
○新 

 

大
芝 

一
仁 

 

望
月 

由
美 

 
 

教
職
員
の
給
与
や
旅
費
各
種
手
当
に
関
す
る 

 
 

 
 

 

こ
と
を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

 本年度は５人の新しいメンバーを迎えました。「総務・教育支援（地域教育担当・学校教育担当）」

のスタッフで峡南地域の教育を支援します。どうぞよろしくお願いします。 

教
育
支
援
ス
タ
ッ
フ

（
学
校
教
育
担
当
） 

 

岡
部 

美
登
志
○新 

 

 

笠
井 

保
夫 

 

有
泉 

 

満 

学
校
訪
問
で
の
指
導
・助

言
、
教
職
員
の
研
修
・研

究
会
や
教
育
相
談
に
関

す
る
こ
と
、
教
科
書
採
択

事
務
の
指
導
・助
言
、
学

校
保
健
・給
食
・安
全
指

導
な
ど
、
学
校
教
育
に

関
わ
る
多
く
の
こ
と
を
担

当
し
て
い
ま
す
。 

 

（
地
域
教
育
担
当
） 

 

宮
澤 

 

研
○新 

 

有
泉 

浩
明
○新 

 
 学

校
や
町
教
育
委
員
会

と
連
携
し
て
、
地
域
教

育
・社
会
教
育
・生
涯
学

習
の
支
援
を
し
た
り
、

「か
け
は
し
」の
発
行
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。 

ア
ド
バ
ン
ス 

 

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー 

 

熊
谷 

正 

 

経
験
三
年
以
内
の 

教
員
の
資
質
向
上 

の
た
め
、
訪
問
指 

導
を
行
い
ま
す
。 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル 

 

ワ
ー
カ
ー(

Ｓ
Ｓ
Ｗ
） 

 

中
野 

良
男 

 
飯
田 

勝
也 

学
校
訪
問
、
児
童
生
徒 

・保
護
者
・教
職
員
の
支

援
・相
談
・情
報
提
供
を

行
って
い
ま
す
。 

   峡南教育事務所より  

令和６年度 峡南地域教育推進連絡   

    協議会・峡南教育事務所 共催  

講演会のお知らせ 
＊感染症の状況により中止・延期・オンライン開催 

   の可能性があります。 

【講演会峡南地域人権講演会】 

 ７月５日（金）14:40～  身延町総合文化会館 

 ○講演  

「子どもたちの心をどう育てるか」(仮題） 

  日本学校教育相談学会山梨県支部長  

    公認心理師  内藤 雅人 氏 

【峡南地域教育フォーラム】 

８月2１日（水）14:00～  身延町総合文化会館 

○講演  

「山梨から世界を目指した宇宙エンジニア」(仮題) 

   元ＪＡＸＡ宇宙教育指導者 宮川 広 氏 

【峡南地域異校種連携・子育て学習会】 

１１月１５日（金）14:00～  身延町総合文化会館                  

○講演  

「地域で育む乳幼児期からの育ち・学び」(仮題) 

    山梨大学准教授・博士 大野 歩 氏   

http://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html

